
法
人
実
効
税
率
（
国
と
地
方
の
合

計
）
の
５
％
引
き
下
げ
を
や
め
れ
ば
、

野
田
佳
彦
内
閣
が
震
災
復
興
財
源
確

保
の
た
め
に
打
ち
出
し
た
庶
民
増
税

が
必
要
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

△

△

△

財
務
省
は
昨
年
１
２
月
に
、
１
１

年
度
税
制
「
改
正
」
に
よ
る
法
人
税

収
（
国
税
）
の
増
減
収
見
込
み
を
試

算
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

法
人
税
（
国
税
）
の
基
本
税
率
を
４
・

５
％
引
き
下
げ
た
場
合
の
減
収
額
は
、

単
年
度
で
約
１
兆
２
０
０
０
億
円

（
平
年
度
）
と
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。

民
主
党
政
権
が
２
０
１
１
年
度
税

制
「
改
正
」
で
打
ち
出
し
た
法
人
実

効
税
率
の
５
％
引
き
下
げ
（
法
人
税

率
は
４
・
５
％
引
き
下
げ
）
を
実
施

し
な
け
れ
ば
、
単
年
度
で
１
兆
２
０

０
０
億
円
（
国
税
、
平
年
度
ベ
ー
ス
）

の
増
収
に
な
り
ま
す
。
１
０
年
間
で

得
ら
れ
る
法
人
税
収
は
約
１
２
兆
円
。

政
府
税
制
調
査
会
が
打
ち
出
し
た
総

額
１
１
・
２
兆
円
と
す
る
臨
時
「
増

税
」
の
規
模
を
上
回
り
ま
す
。

政
府
税
調
は
１
６
日
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
・
復
旧
の
財
源
を

賄
う
た
め
に
、
所
得
税
と
法
人
税
を

軸
と
す
る
臨
時
「
増
税
」
案
を
提
示
。

所
得
税
に
一
定
割
合
の
付
加
税
を
課

す
と
と
も
に
、
１
１
年
度
税
制
「
改

正
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
法
人
実
効
税

率
の
５
％
引
き
下
げ
を
実
施
し
た
上

で
、
法
人
税
に
１
割
の
付
加
税
を
課
す
こ
と
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

臨
時
「
増
税
」
と
い
い
な
が
ら
、
法
人
税
は
、

現
行
３
０
％
の
法
人
税
率
（
国
税
）
を
２
５
・

５
％
に
引
き
下
げ
た
上
で
１
割
増
税
す
る
た
め
、

現
行
の
３
０
％
と
比
べ
る
と
実
質
２
％
程
度
の

減
税
と
な
り
ま
す
。

所
得
税
と
法
人
税
の
「
増
税
」
を
軸
と
す
る

案
で
は
、
所
得
税
増
税
の
総
額
は
、
１
０
年
間

で
約
７
・
５
兆
円
規
模
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

同
案
で
は
、
年
収
４
０
０
万
円
の
夫
婦
子
ど
も

２
人
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
で
は
、
年
間
２
４

０
０
円
の
増
税
と
な
り
ま
す
。

法
人
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
を
１
０
年
間
先

送
り
す
る
だ
け
で
、
庶
民
増
税
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

２
０
１
１
年
９
月
２
５
日(

日)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

行
政
刷
新
担
当
相
に
官
房
長
官
、
官
房
副
長

官
、
首
相
補
佐
官
、
党
の
財
務
委
員
長
、
組
織

委
員
長
―
。
野
田
佳
彦
首
相
を
支
持
す
る
民
主

党
の
議
員
グ
ル
ー
プ
、「
花
斉
（
か
せ
い
）
会
」

メ
ン
バ
ー
が
、
野
田
政
権
の
要
所
を
占
め
ま
し

た
。
そ
の
政
治
資
金
収
支
報
告
書
を
調
べ
て
み

る
と
、
政
治
資
金
で
飲
み
食
い
を
し
て
い
る
実

態
が
わ
か
り
ま
し
た
。

△

△

△

花
斉
会
は
、
２
０
０
７
年
１
月
１
９
日
、
政

治
団
体
と
し
て
の
設
立
届
を
総
務
省
に
提
出
し

ま
し
た
。「
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
」
は
、
今

回
、
行
政
刷
新
・
少
子
化
対
策
相
と
し
て
再
入

閣
し
た
蓮
舫
氏
の
東
京
都
目
黒
区
大
橋
の
自
宅
。

代
表
者
は
官
房
長
官
と
な
っ
た
藤
村
修
氏
で
、

会
計
責
任
者
は
首
相
秘
書
官
と
な
っ
た
野
田
氏

の
政
策
秘
書
（
当
時
）
で
す
。

０
７
年
の
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
よ
る
と
、

お
も
な
収
入
は
個
人
献
金
８
２
４
万
円｡

う
ち､

３
２
４
万
円
は
、
野
田
首
相
は
じ
め
１
８
人
の

国
会
議
員
。
内
訳
は､

首
相､

藤
村
官
房
長
官
、

武
正
公
一
党
財
務
委
員
長
、
古
本
伸
一
郎
党
組

織
委
員
長
、
近
藤
洋
介
党
国
民
運
動
委
員
長
、

伴
野
豊
衆
院
国
土
交
通
委
員
長
な
ど
９
人
が
各

２
４
万
円､

蓮
舫
氏､

長
浜
博
行
官
房
副
長
官
、

長
島
昭
久
首
相
補
佐
官
、
三
谷
光
男
財
務
政
務

官
、
北
神
圭
朗
経
済
産
業
政
務
官
ら
９
人
が
各

１
２
万
円
で
す
。

そ
の
後
、
野
田
グ
ル
ー
プ
か
ら
離
れ
、
今
回

の
代
表
選
に
立
候
補
し
た
馬
淵
澄
夫
元
国
土
交

通
相
、
小
沢
一
郎
元
代
表
の
グ
ル
ー
プ
に
移
っ

た
松
本
剛
明
国
対
委
員
長
代
理
も
そ
れ
ぞ
れ
、

２
４
万
円
出
し
て
い
ま
し
た
。

残
り
の
５
０
０
万
円
は
、
年
間
５
万
円
以
下

で
寄
付
者
の
記
載
が
な
く
、
い
っ
さ
い
不
明
で

す
。０

８
年
の
収
入
は
、
２
２
人
の
国
会
議
員
に

よ
る
寄
付
が
計
３
４
４
万
円
。
０
９
年
は
、
２

７
人
か
ら
の
「
会
費
」
が
２
５
０
万
円
と
あ
る

だ
け
で
、
国
会
議
員
の
名
前
は
記
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

問
題
は
支
出
で
す
。

０
９
年
に
「
備
品
・
消
耗
品
費
」
６
４
０
円
、

「
事
務
所
費
」
７
６
０
０
円
が
あ
る
ほ
か
は
、
す

べ
て
「
組
織
活
動
費
」
で
、「
会
合
費
」
が
ほ
と

ん
ど
。
東
京
・
赤
坂
の
居
酒
屋
、
中
国
料
理
店

や
、
永
田
町
の
完
全
個
室
の
日
本
料
理
店
な
ど

で
の
５
万
円
以
上
の
飲
み
食
い
は
、
０
７
年
＝

１
５
回
、
１
９
６
万
７
５
３
円
、
０
８
年
＝
１

７
回
、
２
６
６
万
４
４
０
９
円
、
０
９
年
＝
１

５
回
、
１
４
８
万
８
２
８
３

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
回
あ
た
り
、
１
０
万
円

前
後
と
い
う
豪
遊
ぶ
り
で
す
。

２
０
１
１
年
９
月
２
１
日(

水)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
(事務局）池田年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp

三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

法人税減税やめれば庶民増税必要ない 復
興
財
源

１
０
年
で
１
２
兆

円

財
務
省
試
算
で
は
っ
き
り

東
日
本
地
震
へ
の

救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

野
田
首
相
の
派
閥

政
治
資

金
で
飲
み
食
い

支
出
の
ほ
と
ん
ど

１
回
あ
た

り
１
０
万
円

事
務
所
は
蓮
舫
大
臣
の
自
宅



１
２
号
台
風
被
害
支

援
２
５
日
、
１
２
号
台
風
で

被
害
に
あ
っ
た
野
迫
川
村
の

被
災
者
支
援(

炊
き
出
し)

に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
同

時
に
、
大
和
高
田
市
の
共
産

党
事
務
所
に
あ
つ
め
ら
れ
た

支
援
物
資
（
毛
布
、
布
団
な

ど
）
も
野
迫
川
村
役
場
に
届

け
て
き
ま
し
た
。

昼
の
休
憩
時
に
、
野
迫
川

村
角
谷
喜
一
郎
村
長
は
「
村

民
が
困
っ
て
い
る
時
に
来
て

頂
い
て
本
当
に
、
大
変
助
か

り
ま
す
。
１
２
号
台
風
の
被

害
は
、
４
世
帯
が
全
壊
、
７

軒
が
床
上
浸
水
、
４
軒
が
床

下
浸
水
で
、
台
風
の
時
の
大

雨
で
、
山
が
崩
れ
、
出
来
た

自
然
ダ
ム
も
い
つ
崩
れ
る
か

わ
か
ら
な
い
状
態
で
す
。
こ

の
山
崩
れ
は
、
い
っ
た
ん
向

か
い
の
山
に
あ
た
り
、
く
の

字
型
に
崩
れ
て
き
た
の
で
人

的
被
害
は
な
く
、
助
か
り
ま

し
た
。
私
も2

4

時
間
役
場
に

詰
め
て
い
ま
す
。
家
内
も
避

難
所
に
詰
め
て
い
ま
す
」
と

挨
拶
と
現
状
を
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
奈
良
県
の
共
産

党
組
織
と
し
て1

5
人
が
参
加
。

昼
食
と
し
て
鮭
の
ち
ら
し
寿

司
、
カ
ボ
チ
ャ
煮
、
う
ど
ん

を
５
５
人
分
、
夕
食
と
し
て
、

炊
き
込
み
ご
飯
、
サ
バ
の
塩

焼
き
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
お

ひ
た
し
、
豚
汁

を
６
５
人
分
つ

く
り
ま
し
た
。

三
宅
町

池
田

年
夫

芋
ほ
り

今
週
の
日
曜
日
、
念
願
叶
っ

て
孫
と
一
緒
に
我
が
家
の
畑

の
さ
つ
ま
い
も
掘
り
が
実
現

し
ま
し
た
。

五
月
中
頃
に
植
え
た
鳴
門

金
時
の
苗
が
、
二
日
ほ
ど
で

枯
れ
か
か
り
、
心
配
し
た
こ

と
は
こ
の
議
員
団
だ
よ
り
で

も
書
き
ま
し
た
が
、
畑
仲
間

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
頂
い
た
お

陰
で
立
派
に
実
り
ま
し
た
。

他
市
に
い
る
息
子
夫
婦
と

三
人
の
孫
娘
（
と
い
っ
て
も

一
人
は
一
才
）
が
来
て
、
思

い
っ
き
り
い
も
ほ
り
を
楽
し

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

大
き
な
い
も
が
出
て
く
る

と
「
デ
カ
イ
！
」
、
小
さ
い

の
は
「
赤
ち
ゃ
ん
い
も
！
」
、

又
、
細
長
い
の
は
私
に
似
ず

本
当
に
細
身
の
息
子
に
た
と

え
て
「
パ
パ
い
も
！
」
と
掘

り
起
こ
す
度
に
畑
に
歓
声
が
、

響
き
ま
し
た
。

小
二
の
孫
は
、
独
自
の
振

り
付
け
を
つ
け
て
「
芋
の
大

き
い
の
が
、
と
れ
た
ぞ
！
」

と
身
体
全
体
で
表
現
し
て
い

る
の
に
は
、
吹
き
だ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

早
速
、
ふ
か
し
芋
を
す
る

と
、
ほ
く
ほ
く
し
て
甘
く
、

嫁
も
「
栗
み
た
い
」
と
言
う

程
美
味
し
か
っ
た
の
は
事
実
。

暑
い
中
、
熱
中
症
に
な
り

か
か
っ
た
事
も
あ
っ
た
け
ど
、

こ
の
収
穫
の
喜
び
を
皆
ん
な

で
味
わ
え
た
事
は
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

さ
て
、
次
は
何
を
作
っ
て
孫

を
喜
ば
せ
て
や

ろ
う
か
な
？

田
原
本
町
議
会
議
員

森

良
子

低
炭
素
社
会
へ
Ｇ
Ｏ
！

九
月
は
、
二
つ
の
台
風
が
、

県
南
部
を
含
む
紀
伊
半
島
や

東
日
本
地
震
の
被
災
地
等
を

襲
い
、
再
び
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
犠
牲
と

な
ら
れ
た
皆
さ
ん
。
被
害
に

合
わ
れ
た
皆
さ
ん
に
重
ね
重

ね
、
心
か
ら
の
お
悔
や
み
と

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

備
え
は
問
わ
れ
ま
す
が
、

襲
っ
て
く
る
規
模
と
レ
ベ
ル

が
域
を
超
え
て
い
ま
す
か
ら
、

正
確
な
情
報
入
手
と
判
断
で
、

如
何
に
非
難
す
る
か
に
命
運

が
か
か
り
ま
す
。
場
所
と
方

法
等
、
官
も
民
も
互
い
に
検

討
せ
な
あ
き
ま
せ
ん
ね
。

さ
て
、
二
十
日
に
閉
じ
た

九
月
議
会
で
私
が
し
た
論
戦

の
一
つ
は
、
町
内
で
の
太
陽

光
発
電
設
備
の
普
及
に
向
け

て
、
長
野
県
飯
田
市
の
取
り

組
み
を
参
考
に
、
出
資
金
を

募
っ
た
市
民
共
同
発
電
所
の

建
設
を
公
共
施
設
の
屋
根
を

活
用
し
て
手
掛
け
る
事
と
、

個
人
が
こ
う
し
た
設
備(

約

二
百
万
円)

を
す
る
際
の
建

設
コ
ス
ト
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

会
社
を
立
ち
上
げ
て
、
そ
こ

が
担
う
事
で
初
期
費
用
を
ゼ

ロ
に
し
て
、
後
は
、
毎
月
二

万
円
程
度
を
こ
の
会
社
に
支

払
い
九
年
後
に
は
無
償
提
供

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
、
推
進
し
よ
う
と
言
う
提

案
で
す
。

町
長
か
ら
は
、
詳
細
を
調

べ
て
注
目
は
し
た
い
と
す
る

意
向
が
示
さ

れ
る
に
留
ま

り
ま
し
た
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

保
健
セ
ン
タ
ー
移
転

②
九
月
議
会
に
「
保
健
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
請
負
契
約
議

案
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

宮
古
に
あ
る
健
康
づ
く
り
財

団
プ
ー
ル
に
床
を
張
り
、
保

健
セ
ン
タ
ー
事
務
所
と
休
日

診
療
所
に
変
身
さ
せ
る
内
容

で
す
。

三
月
議
会
で
、
私
が
「
駐

車
場
を
確
保
す
る
べ
し
」
と

指
摘
し
て
い
た
事
を
受
け
確

保
さ
れ
た
駐
車
場
は
国
保
中

央
病
院
駐
車
場
の
南
側
だ
そ

う
で
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
に
は
、
駐
車
場
に

車
を
停
め
た
あ
と
大
き
な
道

路
を
渡
っ
て
、
国
保
中
央
病

院
駐
車
場
を
横
切
ら
な
い
と

入
り
口
に
た
ど
り
着
け
ま
せ

ん
。
大
変
危
険
で
す
。
保
健

セ
ン
タ
ー
に
は
、
小
さ
い
子

ど
も
を
連
れ
大
き
な
荷
物
を

持
っ
た
お
母
さ
ん
方
が
た
く

さ
ん
来
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
保
健
セ
ン
タ
ー
よ
り
不

便
に
な
り
ま
す
。
安
全
な
駐

車
場
を
確
保
で
き
る
ま
で
工

事
請
負
契
約
を
保
留
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

県
か
ら
無
料
で
貸
す
と
言

わ
れ
て
飛
び
つ
い
て
、
駐
車

場
が
必
要
と
い
わ
れ
て
安
易

に
確
保
し
て
、
跡
地
利
用
は

こ
れ
か
ら
考
え
る
。
こ
ん
な

「
思
い
つ
き
行
政
」
で
は
無

駄
遣
い
を
し
て
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
後
退
さ
せ
る
だ
け
で

す
。こ

の
工
事
請
負
契
約
締
結

に
反
対
し
た
の
は
、
日
本
共

産
党
議
員
団

だ
け
で
し
た
。

田
原
本
町
議
会
議
員

吉
田

容
工


